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復の経過

仮設校舎による授業再開

学 能回

驚誼兵庫高等学校のケース

１地震直後の状況

１月1711（火）地震1111:後、財産符理補助行（宿

IIII1i:代行典）が開門すると、岐初の避難者が校内

に入った。ノ|箸前7時ごろに本校教職典が篭崎したと

きは、すでに|･数名が１階ロビーに避難していた。

その後も余鹿が続く状況で、避難背は続々と贈え

続け、たちまちグラウンドには数|･人がつめかけ

た。

午前8時前には体育館を開放したが、つめかける

避雌者はとどまることを知らず、、3日の夜には

2000人もの避雌省が、校舎一体育館・グラウンド

にあふれた。ほとんどが家を失った人々であった。

その｢|'には倒壊した家雌の下敷きから救出された

人も相当含まれていた。

′１，E気・ガス・水道・心;!'iは完全に停止し、１７日

は暗闇のうちに眠れぬ夜が更けていった。食猟も

､11初はパン１冊が全興に行き服かないほど不足し

た。配給時にはどっと人波が押し寄せ、制1ｋもま

５１５
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まならない状況で、なかには職幽の胸ぐらをつか

み「もっともってこんかい」と怒りをぶつける人

もいた。

２日、３１１と経過していくなかで、被'ivは広が

るばかり。繰り返し続く余漢への不安は募る。凍

えるほど寒い避難所で、わずかに持ち出した寝具

にくるまり、llulの食‘Ifにはおにぎりがたったの１

１間しかない。水道が停止したためトイレには汚物

がうずたかく枝もっているという劣悪な術牝環境

にある。知人の安rffも知れず、先の見辿しは全く

たたない。人々の'1から出るのは「水は、食穐は、

-E布は、火''１は大丈夫か？」といった心間側ばか

りであった。

このような状況の''1では、教職員も避雌省の世

I活をするのが精一杯で、ノk徒の安f『fも思うように

確認できない日々が続いた。

■

セ

ロ

■

ロ

ロ

ロ

ー

シ

貼

竪
・
馳
叩
畷
弾

蔭Ｉ
Ｄ■｡■Ｊ

■兵庫高校では、同倣地内に併設された定

時制の県立湊川高校と協力して避難住民の

受け入れや救援活動に当たった。震災当日

は、両校の校長と浜川高校の教職員が泊ま

り込み、翌１８日からは兵庫高校の教職員も

加わって長期化に備えた宿直体制が散かれ
た、

民で一杯であったため、湊川高校の会議室

を両校の本部にして対応に当たることにな

った。その後、湊川高校は、２月９日に生

徒を招集し１３日から授業を開始した。教室

を確保するため、住民に理解を求め、教室

を移動してもらって、５階の５教室を碓保

した。また、新学期からの新入生を迎える

にあたり、５階の残り教室をすべて空けて

もらって４月に備えたのであった。

■兵庫高校は、神戸市長田区の東端に位世

している。学校の南側には、家屋の倒壊が

激しい震度7の地域が東西に長く広がってい

る激震地の中心である。校舎そのものは、

平成6年秋に竣工式を終えたばかりの鉄筋５

階建てであったため、一部を除きほとんど

無率であったが、地震直後から大勢の避難

者がつめかけ、一時は20500人を超す避難者

で溢れた。 ■１７日当日、両校の校長が学校に到沿した

ときには、すでに施設のほとんどが避雌住
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２霊災後の授業再開へ向けて

震災後雨天のため避難者は増加し、一時校内は

2,500人を超す避難者で溢れた。本校の教職員も食

糧・物資を搬入したり、混乱をまねかないように

食糧を数えてから配給したりした。汚物で一杯に

なったトイレの汲み取り、避難者からの問い合わ

せや面会者への対応など、様々な方面で奮闘して

いた。そんな中で、１月23日（月）学校の授業再

開について職員会議が開かれ、その後も刻々と変

わる交通の復旧状況を晩みながら検討が重ねられ

た。

１月28日（土）の職員会議で「神戸電鉄が最寄

りの長田駅まで開通する翌日から、1年生は北区

の神戸甲北高校で、２年生は同じく北区の鈴蘭台

高校で授業を再開したい。そのために早急に生徒

の現状を正確に把握する必要がある」と判断した。

30日、３１日の両日を使い､北部・南部の生徒をそれ

ぞれ北区の県立高校と南部の公園に集合させて安

否確認を行った。この時点での本校への避難者数

は2,000人である。ほとんどの教室が避難場所とし

て使用されていたため、勉学の場の確保には他校

の教室を借用することを検討せざるを得なかった。

しかしこれも、今回の災害が３学期中に起こった

から考えられた案であった。２月を迎えると３年

生は自宅学習となる。各校とも教室が空いていた

ので、本校学校長の申し出を快く引き受けていた

だき、うまく授業が再開できた。

２月６日（月）、本校の校区である北区と兵庫区

を南北に結ぶ神戸電鉄の一部復旧の見通しが確実

となった。この状況から、８日（水）より分校方

式で授業を再開することを正式に決定し、新聞・

ラジオなどのメディアを通じて生徒へ連絡した。

もしこれが１，２学期中で各校とも空き教室のな

い時期であったなら、教室を失った生徒たちにど

ういう方法で勉学の場を保障できたであろうか。

３分校方式での授業再開について

２月８日（水）から1年生は北区の神戸甲北高

校で、２年生は北区の鈴蘭台高校で、教室を間借

りして授業を再開した。本校の生徒を他校へ通学

させる分校方式による学校再開は、生徒にも教師

にも当初はかなりの不安があった。授業の時間割

りや部活動の活動場所など、当然制約を受けるこ

とは多かったが、できることはなんとか工夫した。

自由な校風に慣れている本校生が、標準服やスリ

ッパの着用から始まって、食堂に入る時の遠慮な

ど、生徒はよくやった。大過なく２か月を終える

I●兵庫高校捗湊川高校における避難者への対応

1ﾉ１７１８１９２０２１２２２３１ＢＯ２ﾉ６８１７３V１６４ﾉ１４ﾉ１０１７５ﾉ176V５１７７７１７８ﾉ１２０９ﾉ2６

者数

（人）

2500

2000

1５００

1０００

５００

０

■日直・宿函数は県立兵庫面校（全日

制）と県立涜川高校（定時制）を合わ

せた人数。なお日直は昼間避雌所の業

務に撰わった者をいう。

■神戸市・区からの担当職員は、直後

が４人、１月28日から３月末までは１１

人、４月１日から７月31日までは８人、

以後は５人が派週された。

■教職員の県内外からの支援について

は１月24日に初めて14人が派迅される

が、長期化に備えて体制が整うのは１

月31日からである。初任者研修対顔者

や滋賀県、広島県等から派過された教

職員による支授活動は７月７日まで続

けられ、避離所運営における教職員の

役割の大きさや圃要性が明臓されると

ともに、近隣府県教育委貝会との災害

時における人的支援体制の確立が急務

となった。

■第１期（１月１７日～２月５日）

震災直後の避難住民が一挙に学校に

押し寄せ、日直20～30人、宿直10人前

後で総力を挙げて対応に当たった時

期。

■第n期（２月６日～４月９日）

鍵災からほぼ３週間が経過し、それ

までの避離所運営体制を紬小して８日

からの授業再開に備えたことがうかが

える。２月６日からは、宿直当番は〆



ことができ、ノk徒もまた別の面で良い経験をした

のではないだろうか。

ここに２年′kの男子生徒の作文を紹介したい。

『学ぶという事』２年松岡亜希彦

学びたいという意志さえあれば、どこでも学べ

る。これは受け売りの言葉だが、その通りだと思

う。学校という勉強するには恵まれ過ぎた環境が

当たり前のようにあって、僕は色々なことを知る

喜びを最近まで知らずにいたけれど、今はとても

おもしろいことだということに気付いた。が、さ

すがに地震が起こってしばらくは北区民とは言え

ども勉強どころではなかった。それに比べると、

この鈴高での学習環境は、不自由やら窮屈などと

んでもなく、すばらしい。とてもありがたいと思

う。

今回の震災で気付いたことは、えらそうに自分

は勉強していることになっているが、実は自分の

身の回りのことを何ひとつ、１回の食事すら自分

で世話できない人間なのだということだ。親をは

じめ、社会全体が勉強できる環境をすべて整えて

くれていて、それらすべてを土台にして勉強させ

てもらっていた。生きることが何ひとつ自分でで

きないことに気付いた。自分一人でも生きてゆけ

るようになるためにも、今は鈴高というあまりあ

る環境で勉強させてもらっている。

４卒業式について

卒業式は３）ｌｌｌＩ（水）に鈴剛台11.1i校の体f棚

を借りて行った。案内状の発送『if務などもあり、

lIl31II（火）に場所を決定した。１１１ｲ<の時点

の避難汁は250()人、誰'蛍は部破損していたため、

I櫛'噛内にはほとんど避雌荷はいなかったが、校舎

内は廊下にまで避難者が溢れていた。卒業式は本

校で、という思いは職興・ノk徒の中に大変強く、

会場の決定は棚iiiには下すことができなかった。

本校の卒業』化は、例年華やかに賑やかに行う傾向

があり、家族や家を失った避雌省の心情を思うと

本校を使用することがはばかられた。卒業ﾉ1kやそ

の保護者の''1には残念に思う汁も多く、側分たち

の学校の施投を使川することに必要以上に述慮す

ることはないという意見もあったが、今lIIIは避難

荷の心情を優先し、他校での卒柴式もやむを得な

いとした。決定の時期が漉災から2週間後というこ

とも大きく影御していたといえる．

５入学式について

’１月1011（)|）入学式を本校Ｉ櫛堂で行った。、Ii

IIの避雌背は約950人である。会場の決定は3111'１

に行った。新人ﾉkに兵航．鮫ﾉkとしてのI:I髄を持

たせるために、入学式はIIJ能な限り本校でという

怠兄が多かった。幸い、術'}ｉｔの入りI-jl､1．近の避靴

行の方々の理解が得られ、脇動してもらえたので、

人退場もスムーズに行えると､ﾘ断し本校で行うこ

とを決定した。おかげで、厳州な入学式が行えた。

反面、当||は父1ﾉ11‘を含め1,000人近い人のIIl1入りが

あり、これらの人々が避難している方々のﾉk活の

場を横切ることになったことも‘ＩＦ実であるとliil時

に、新入ﾉkにとっては母校の現状を認縦する１１蝿

な機会となった｡

６新学期の授業について

新学期は併校とも３学年揃っての授業体制とな

るので、それまでのように他校の教龍を備りて授

推をすることはできない。仮に仮1没校舎を雌てる

としても、｜:‘ｌｉに必要な'1激もあるので、４１１以

降の勉学の場の確保にはIILぶな決断が辿られた。

そのような状況のもと、２１１６１１（11）の職興

ｘ兵庫高校と淡川高校の教職員が交替で当

たるローテーションを組んでいる。なお、
旬

日直については、１．２年生の授業のない

３年生と学年所属外の教員が割り当てられ

た。避難所の救援・支援活動に被極的に携

わった生徒ボランティアは震災直後から漸

増傾向を辿るが、授業再開に伴って減少し

ていく。

■第111期（４月１０日～８月１９日）

４月１０日の入学式からは、教職員が県立

鈴閲台西高校を借りての教育活動に全力を

傾注するため日直体制が廃止されている。

生徒ボランティアも新学期の開始とともに

ゼロとなる。また、この時期、避難者致の

減少により、１学年分の教室確保のメドが

ついたため３年生が６月５日から本校に復

帰。宿直体制も半分に縮小された。８月１

日から神戸市の宿泊体制が廃止されたのを

受けて、教職員による学校側の宿泊体制も

解除、

回第ﾊ'期（８月20日～）

避難者が漸次減少し神戸市における避難

所が閉鎖された。以後も、学校の一部施設

が避難住民の生活の場となっているため被

災者との共存が続いているハ

8７
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会議においてこの問題が検討された。まだ分校方

式での授業|I柵準備に忙しい１１洲であった。会談

､11時、本校には約2000人が避難しており、一部の

教室は空き教室として確保されていたとはいえ、３

学年とも‘１１１から本校で授業が受けられるとはと

うてい考えられない状況であった。グラウンド・

テニスコートにもテントや駐車IlilIIIjが溢れていた。

そこで、３学年分の教室の確保を雌優先課題と

して、リ'し牧委へ３学年分の仮設教寵の建設を依願

することにした。

２月2011（Ⅱ）に'1::校艮と県教委との協談が持

たれ、仮I没校舎の建識が決定された。場所につい

ては県教委で選定し、北区の鈴剛台lxi高校のグラ

ウンドに雌てるということで決定された。地渡l(１１：

後から教育災をはじめﾘ!↓教委から激度にわたる視

察があり、本校の状況をよく｣:1M解してもらってい

たことも、うまく対応できた一|ﾉ〈|になった。

２Il25II（ｋ）に本校術'竜で保I灘什会を|ﾙlき現

状と今後の兇通しについて説lﾘlし、叫解を求めた。

本校は、ノl拙の約７剛が被害の少ない北区方1mか

ら通学しているので、他校のグラウンドの仮Ｉ没校

舎で新判りlを迎えることについて州11iのﾉ』『が大き

いのではないかと心IIIidされたが、保碓行会では災

会下山公園での安否確認

論は出ず、おおむね理解が得られたようである。

しかし、本校への思いは強く、いつ本校へ灰れる

のかという側H1が保誰行から出た。

411から実際に仮設校舎での学校生活が始まっ

た｡仮設校介は杵通教塞と梼理棟だけなので、場

合により会i紺《、応接窄呼を選択授災川教室に蛎

,,,している。特別教篭は鈴lMi台西I釧交のものを備

川し、体育もグラウンドを典川するため、時間剛

を洲催している。仮設校介のおかげで授業が行え

ることは人変ありがたいが、やはり/f《'''''１な点も

多い。グラウンドに述I没されているので砂ぼこり

はひどく、床のきしみも鉱になる。雨ﾉ〈時には地

Iiliがぬかるみ、部活動は教寵棟の周りの小さな隙

,冊,で各部が入り交じっ.て活動している。ノk徒にi''１'ｉ

足な学校教ｆｆの場を提供できないことに無念を感

じることもある◎

以上のような経過で、兵'iii高校はなんとか勉'Y：

の場を確保し､権業を再開・刑職することができた。

今IIIlの鰹災は３学期に起ったので、３週間後に

は他校を備りて授業を11州することができた。も

しこれがほかの学期に起きて、111じょうに本校に

2500人もの人が避雌していれば、授業'1州までの

道は多雌を械めただろうと思われる。

回被災地の県立学校への支援状況

被災地における多くの学校が避難所となる

なかで、教職員は本来の教育活動に加えて、

避難所業務に携わることとなり、学校には
24時間勤務体制が求められた。これらの学

校を支援するため、県内外から多くの教職

員が支援活動に従事した。１月22日からは、

御影高校、兵庫高校、長田高校など７校に、

７月７日までの問に延べ1700余名が派遣さ

れた。また、県外からは、和歌山県教委や

広島県教委をはじめ、他府県からの支援の

申し出が相次ぎ、６月３日までに延べ1139

名の派進を受けた。

国仮設校舎の建設に当たっては、１つの学年

(１０クラス）だけでも本校で、という意見も

あった。しかし、４月始めから砿実に本校の

教室が10教室使えるという保証がない以上、
どこかに仮設教室を建設するしかないとい

う結読に逸した。
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やろやろ！
兵庫と一緒にやる
兵庫県立鈴簡台西高孝学校校長

闇

Fｉ

厳

§
鷺９月25日、約６か月間一緒に暮

鴬らした兵庫高校との「お別れ式」

§が行われた｡すっかり兵庫高校の
鴬ファンになってしまった私は、言
蕊

驚し､知れぬさびしさを覚えた。
輯

i：２月だった力》、３月だったか忘れ
損

驚たが、県の学事課から、本校の第
蝿

:；２グラウンドに兵庫高校の仮設教
,望

|：室35教室を建てたいと電話で言
噛

ｉ鳥ってこられたので、私は二つ返事

爵でＯＫした。
蝉ｉ

;；「どうぞ。どうぞ。一緒にやる
騨

驚う！同じ神戸の第２学区の県立

器高校同士や!」
溺

驚５分後に校務運営委員会を開き、
翻

驚110分後に臨時の職員会議を開いて
蔦報告した｡だれ一人異議を唱えた
騨

腎り、不平をいう者もいなかった。
徹

驚私は、自信があった。今回の大震

驚災の見舞金を教職員だけでわずか
い

蔦２日間で110万円も出してくれた学

:；枝である。若い先生方やPTAを中
騨

i；'､に他校の避難所へどんどんボラ
；ンティアに行ってくれた学校であ

:；る。平成４年度からはじまった
鷺「いきいきハイスクール創成事業」

蝋でも、目玉は福祉活動・ボランテ

増イアの学校である。
群

§‘かくて、「やろやろ！兵庫と

:：一緒にやる！」となった。
黙

!：課題'まいろいろあった｡兵庫高
驚校28学級､本校24学級が一緒にな
;；るのである｡通学手段をはじめ、
蝿

蝋日寺間割を含め、体育館や特別教室

静の利用の調整、部活動の練習場所、
黛

鴬食堂の利用……数えあげればきり

鴬がない。
;蝉

驚しかし、常に兵庫高校を優先す

驚薙‘蕊識蕊錘錘錨鎚鑑識識識識鑑識

職員を前に次のようなことばを賎

として贈った。

兵庫高校生の皆さんの特に素晴

らしかったことは、

１自ら考え、自ら工夫して、自

分を高めたり伸ばしたりする

ことに極めて積極的だったこ

と。

２－人ひとりが兵庫高校の代表

であるという自覚を持たれ、

それが日々の行動の中に自然

に表れていたこと。

３環境のいかんにかかわらず、

常にやる気十分で、どんな場

面でも自分の力が発揮できる

よう準備されていたこと。

先生方に対しては

地震発生以来、2500人を上回る

被災された方の受け入れや、鈴蘭

台高校、神戸甲北高校、本校とい

ったように、学校が転々と変わる

ことによるお疲れについてご自愛

いただくようお見舞いを申しあげ

た。

兵庫高校との別れを惜しんで、

体育科から事務室まで、連日それ

ぞれのパートで送別会が開かれ

た。

第２グラウンドから本校の体育

館や特別教室へ来るには76段の急

な階段を上がらねばならない。は

あはあ言いながら一気に駆け上が

ってくる兵庫高校生の姿が見られ

なく、なんとなく物足りない思い

のする昨今である。

るという大原則を忘れずやってき

た。生徒も先生も保護者も不平不

満はあったろうが、だれ一人、何

一つそれを口にせず、この精神で

やってくれた。

県からも教育長、次長はじめた

くさんの方々が激励やお見舞いに

来られた。私はそのたびごとに兵

庫高校生のすばらしさを口にし、

お見舞いのお礼を申しあげると同

時に兵庫優先の決意を固めた。

おもしろい話を１、２しよう。

今年は教職員の異動が多く、１６

名もいた。離任式の日が重なった

ので、私は教職員に一人3分ずつ

で別れの挨拶をしてやってほしい

とお願いした。みごとに50分で収

まった。すっきりした離任式であ

った。体育館の入口には兵庫高校

生、教職員ら1200人が待っている

のである。それも10分間で両校生

が入れかわるのである。

部活動は多くの部が一緒に練習

をし、毎日が練習試合になった。

体操が専門の先生などは本校に体

操部がないので、直接兵庫高校の

体操部を指導して、久々にいい指

導ができたと喜んで話をしておら

れた。

とにかく服装（兵庫高校は自

由、本校は制服）をはじめ、校風

もずいぶん違う2つの高校が6か月

間、一緒に暮らしていて、トラブ

ル－つなかったことは瀧嘆に値す

る。両校の生徒、教職員、保護者

が、今こそ－つになってこの苦境

を乗り切ろうとした賜であろう。

私はお別れ式で兵庫高校生や教
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仮設校舎に囲まれて

１学校機能回復までの概要

地震ri:後は少数の牧職典が学校にf1階できただ

けであった。グラウンドの避難住災の数は、夜明

けとともに噌加しつつあった。ほとんどの教職貝

が被災し、また交辿州IIfの急激な悪化により、学

校に駆けつけることができない状態であった。こ

の11とにかく'､)之校に到汁できたのは、教職輿46ｲﾉi

Ill14ｲﾉiという状況。ノk徒の安『f洲認をさっそく始

め、地震から３１１１|の20｢１（金）までにほぼ余興

について確認できた。ノk徒のうちで亡くなったも

のはいなかったが、家族に死亡ilf、川筋肯のいる

家庭が苫~｢あることが､11明した。

■同校は今回の震災で校舎そのものに大き

な被害を受け、学校機能が麻観した状況に

あった。当初は避難住民との協力体制づく

り、生徒の安否確認に追われていたが、並

行して学校再開への方策も探っていた。１

月３１日から学校を再肌，しかし校舎が全

壊したため、他校を借りた分校方式、およ

び午前、午後の２部制による授業再開とな

った。授業が再開されたものの、学校間の

移動に時間がかかり、生徒、教職員にとつ

て－番大変な時期でもあった。その後、仮

設ながらも自前の校舎がグラウンドに建設

された。また２月下旬に簡易給食が開始さ

れ、午後の授業も可能となり、ようやく落

ち着いた学校生活ができるまでに回復した。

■このころには避難場所の中に自治的な組

織が作られ、代表者が決まった。また仮設

トイレが５基設置されるなど、珊境整備が

徐々に進められた。さらに西宮市よりボラ

ンティアが派遣されることになった。
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２２日(11）ＮＴＴにより咽;,ＩＦとファクシミリが

設満される。これにより今後の機能川復に向けて、

西宮市教育委員会や他校との連絡調盤が111能にな

った。

241.1（火）判交に集まった教職典が111心になっ

て「上中つうしん」を発行。この後伽:1111じ作業

を繰り返し、第５号まで発行することができた。

３１日（火）学校iIj間。唯・崩壊を免れた南校舎

１棟と近隣の大社中学校の教室を間Ilして授業を

再開することになった。漉災後初めて生徒が薮校。

全学年で609名が登校したものの、約２１１１１の生徒は

いまだに登校していなかった。
一里

２教育課程の展開の中で

●２部制授業の開始にともなう工夫

校舎そのものが大きな被'謀を受けた厳しい状況

の中で、′¥:校再開に向けてその方策を答えた時、

学習場所の確保、移動手段の確保、教育課腿の進

度をどうするかが問題となり、校長を'''心に西宮

市教育委員会と連絡をとりながら介上した。雌終

的には校区に隣接する大社''1学校が午前''１までの

授業であったので午後に梢川し、そこで１年ﾉﾋの

授業を行うことになった。しかし次に、大社中学

校が簡易給食で平常授業にもどって以降の新たな

学習場所の確保という問題もﾉﾋじていた。学校機

能が同復していく過穐で、Ililﾉ､I杵!|''､)f:校のII1l復状

況にも差があり、被'1ifの火きい'γ:校において'､}:科

場所の確保はまさに雌催先課題であった。幸い、

近くの関西'､)ｆ:院人学が年度ﾉkで雫き教顎が多くあ

り、新たに階川することができた。

次に移動方法であるが、いずれもﾉkiliの居化地

を優先させ、人社''１'､)：:校や側IﾉLi'､)::院人'１::に近いﾉｋ

徒は原則として徒歩とし、それ以外のﾉk徒はマイ

クロバスや火ﾉ.棚l光バスに分乗してIl的地まで脇

動した。民間、動I|畔:校からマイクロバス２台を

､

床に砧裂の入った木工室

提供していただいたばかりか、逆I低子さんをほぼ

ｌか月に渡って派遣していただいた。

教育課程では授業をどのようにすすめていくか

が当面の課題であったが、３年生は５教科を中心

とした授業をすすめる努力をしていた。また１，２

年については教員の移動時間をとるため、２学年

にまたがっている場合は時間割で２時間分をあけ、

その余裕がない場合は学校間の秘動をしないよう

に配慮した。また授業時間は他校に秘動する時間

分圧縮せざるを得ず、仮設校舎が完成するまで４０

分の短縮授業とした。

●生徒指導

漉災1111:後から生徒の'女縛の確認に全ﾉJを尽くし

た。怠きょ作成した生徒状況・覧衣には、家雌が

全､|&壊し、行方不Iﾘlであったり、避雌場所を'|吸々

としているケースが多々あった。避雌場所でのボ

ランティア活動に従‘脇するﾉk徒も兄られた。ｉ'Ｉｉｉ

一
一一

一
雲

＝.

回学校が機能回復するまでの動き

２月’日（水）部分的に午前と午後とに

分けた２部制授業をとる。

・３年生午前9時登校南校舎短縮授

業

・２年生午後から南校舎短縮授業

・１年生午後から大社中学校校舎

２月１０日（金）震災直後から続いていた

教職員の泊まり込み終了
２月１３日（月）１日４時間の授業が成立し

ていった。本校からの転出生徒が53名

であることが確定。

１４日（火）大阪方面の私立高校受験

者に対する諸注意（３年生の対象者）

１７日（金）震災から1か月。正午をも

って１分間の黙祷。半旗掲揚･

'８日（±）大社中学校を借りての授

業終了。

20日（月）全学年とも短縮での通常
授業

・１，２年生関西学院大学の校舎

・３年生本校南校舎を使うことになっ

た。

２２日（水）就職統一遡考日

２５日（士）兵庫県内の私立高校入試

３月１日（水）～２日（木）

・期末テスト（５教科）

・２階建て仮設校舎が完成

４日（士）関西学院大学で閉校式

・分校方式授業終了

9１
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的に参加した者、親に周われて参加した者と多様

であったが、大人顔負けの行動力で学校が再開さ

れるまで手伝っていた。また一方では保護者が一

時的に不在となり、ノヒ徒だけで避難場所に行き、

そのまま避難場所で生派するような不安定な生活

状態を強いられた背もあった。

震災後数｢I間は社会のルール、特に交通ルール

が守られていない塊状が散見できた。大人の身勝

手な行動を11蝦しているにもかかわらず、生徒は

同様の行動をとることもなかった。生徒が自分自

身で考え、非常聯態に縦かれても正しく判断し行

動できたことは、教職典に安心感を与えた。

学校再開後は生徒においては心身ともに困難な

状況であったが、かえって落ちついた自分なりの

生活が維持できたようである。．３月上旬には生徒

が校区内で発ﾉﾋした火災現場に真っ先に到符して

初期消火活動に従市し、消防署から表彰されるこ

とがあった。震災後の生活で身についたとっさの

判断力と行動ﾉJが生かされたものであろう。また

Ij､謝野蝉文部大匝が修了式に来校され、生徒への

激励をいただいたことなども生徒の今後の学校ﾉﾋ

活に人きな希望を'j､えていくものと考えられる。

●簡易給食の開始

２)120,11（1-1）からの関西学院大学を間Ilした

全'１の授業再開にあたって、給食の開始が早急な

課題であった。市内では給食室が被害を受けた''１

学校もあり、水道、ガスの復旧の遅れも亜なり給

食の実施は兄合わされていた。限られた給食.y'算

のIllで、どの様な形で市内一斉に配食するかとい

うことであった。形式としては熱を加えない、バ

ックされた食'1,11,を袋詰めしたものを「簡易給食」

として配ることになった。しかしﾉk徒一人一人の

災締め作巣をどうするのか、袋詰めしたものを入

学までどのように運搬するのか、他校で本格的な

給食が11州された時いつまで簡易給食を実施する

のかなど、実施に際してはいろいろな問題点が浮

止した。

問題はかなりあったが、校長会花びにli1Ii宮I|i教

育委典会の奔走により、次のように実施が決まっ

た。給食室は使用不能なので、南校舎1階の階段州

り場の・角を給食、配食のための臨時の準備j勝所

とした。、'1初、冬の冷え込みが厳しいI11Ilﾘlから災

IiIIiめ作堆が始まり、大学に行っている１，２年の

クラスごとのⅡ:分けと続き、時間に追われる大変

な作堆となった。しかし日数の経過と共に喫仙も

わかり、能率が上がるようになった。迎搬に関し

ては給食会からの全面的な援助がありスムーズに

進んだ。さらにクラス用のケースも備りることが

でき、111.膳に役立てることができた。

ほぼｌか)l近く簡易給食で過ごしたが、lIilじよ

うなものの繰り返しのため飽きられたのではない

ーF－

園閥悶悶同眉同悶悶

修了式で生徒たちに励ましの言葉をかける与謝野馨文部大臣（当時）

６日（月）仮設校舎の完成､３学年そろっ

ての平常授業

１３日（月）第２１回卒業鉦初授与式（南校
舎の各教室）

１７日〈金）避難住民は61名に減少し、す

べての避難住民に格技室に移勤しても

らった。

22日（水）簡易給食終了

25日（土）平成6年度の修了式、文部大臣が
来控
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か、また温かいものが季節との関係でも必要では

なかったか、十分に空腹感を満たすものであった

かなど心配や不安も多かった。さらに３月上旬か

ら市内の中学６校で通常の給食が再開された。給

食実施校は日を追って増え、最終日の３月22日ま

で簡易給食が続いたのは市内の中学校で上ヶ原中

学校だけであった。

●保健安全

震災直後から保健室が使用不能となった。ただ

学校が休業しており、登校する生徒がいなかった

ので問題は生じなかった。授業再開が１月31日に

決まったことから、南校舎１階の旧理科準備室に

応急の処置室を急造した。健康管理面から保健室

が必要であったが物理的に無理であった。このよ

うな状態が３月６日の仮設校舎完成まで続いた。

生徒の中には震災により打撲したり、負傷してい

る者、倦怠感や精神的な不安感を訴える者もいた。

しかし、２部制授業や他校へ移動していたために、

常時本校にいたのは１学年のみで、来室者数は多

くなかった。ただ生徒の精神が不安定で保健室で

の対応が必要なときに対応できなかったことがあ

り、その環境もよくなかったことが悔やまれた。

仮設校舎の完成以後、校舎の一角を保健室とし

た。保健室といっても震災前と比べて広さは３分

の１となり、ベッドさえ設置できない状況であっ

た。そのため新学期から体調不調を訴える生徒が

来室してもベッドがないため、辛抱させるか帰ら

せる力､の選択しかなかった。少し寝かせて様子を

見ると判断しても、そのスペースがない。このよ

うな生徒に対応できないもどかしさがあった。

さらに新学期４月から６月の検診のいちばん多

い時期に対応できるか不安があった。ガラス類の

器具は一つもなく機器も壊れていたため他校から

借りる状況であった。その後、検診はほとんどが

終了したが、担当者は「やっぱりやりにくい。器

具が不足していた」という感想であった。

３被災生徒の転出

震災による不安感がひとまず収まった２月13日

の時点で、転出生徒は53名であることが判明した。

ただし、震災直後の短期間の避難生徒を含めると、

この倍の生徒が一時的に学校間を移動していたよ

うである。転出先の中学校は北は北海道から南は

沖縄まで全国各地にまたがっていた。また、転出

に際しての混乱も多かった。

●住居変更のある場合

一時的な転出とはいえ、転出の際には正式な手

続きが各市町村教育委員会から要請されることが

多かった。係が何度も被災生徒であることや「文

部省の通達」等を説明しても受け付けてもらえな

かった。このため、生徒を転校により一旦除籍し、

再度転入する場合は、また改めて書類が必要とな

る等事務処理が煩雑をきわめた。県内でも震災直

後から１週間のみの一時的な転校であると知りな

がら、転出書類を請求してくる中学校もあった。

●住居変更のない場合

震災の混乱などから市役所に提出しなければな

らない書類（異動届等）が整っていないケースが

多く、正式な手続きがとりにくかった。担任を通

して所在を確認したが、震災の初期には連絡が取

れなかったり所在すら不明のケースがあった。い

ずれにしても年度末と重なり、転出入の係は多忙

を極めた。
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爵識溌：

Ｆ
１

鍵灘
螺騨率蕊
溌鰯野鰯掛:‘

:駕欝
,謡彪醗投瞳目
鍵鐙蕊露；

I強室:錘謹溺

雪騨難所とが共に生きた日々

涜の受け入れおよび分配などへの教職典の鮒１１は

減少。教職員は主として、施設面で使川の便'lfI:を

似1つたり、避雌住民への電話連絡や訪問背の対応

などを行った。

避雌住民の安否確認や問い合わせは、漢災後2週

間ぐらいは非常に多く、電話の受付や校内放送で

の呼び出し、ボードへの掲示などに教職典4人が常

に桃わっていた。

そのような状況下で、学校施設・設備の片付け

や生徒の安汚確認など、授業再開へ向けての取り

組みが行えるようになっていった。この点に関し

ては、他校（｢|I学校）からの教職輿の支援体制が

あったのも稚いした。

神戸生田中学校のケースー

●生徒の安否確認

漉災v1I1や翌'二Iは、避難住民への対応や校舎の

異常簡所の点検及び教職員への連絡に追われ、学

校側から生徒への連絡や働きかけはほとんどでき

ない状況であった。

校IIllに「臨時休校」の貼り紙を11|}すだけで、あ

議蕊：

||識
'蛎蝉麹
蕪:唖:蓉鋼
蕊簿承浮:劇
蝕識盟頚
,ｅＥ虚:踊唄

無￥露顕蝿

鵠:蕊驚

１秩序の回復

●避難所の状況

震災､剛lから1000名を越える避難者が本校で生活

するようになった。施設面では収容能力は十分あ

ったが、トイレの問題をはじめ、３日目あたりから

本格的に届き始めた救援物資の搬入や分配などに

関して、区役所の職興の応援が望めない状態であ

った。

そのため、避雌者の方で自治組織を作ることを

校憂から提案した。幸いにも、本校へ避難された

方々 は、校区の各|'|治会ごとや同じマンションｉｉｉ

位で避難されていることが多く、その代表者が中

心となって|'|端組織が作られた。さらに、実際に

活動していく上で必要な苦い人たちのボランティ

アを募ったところ、本校の卒業ﾉkをはじめ、多く

の群者たちが柵砿的に参加してくれた。４日目以降

はさらに外部からのボランティアも加わり、トイレ

清掃や物蛮の巡搬・分配に関しては、ほぼ内治組

織の手で行うことができた。

ｎ泊組織が機能し始めるにつれ、清拙活動や物

回避難住民の中には、妊産婦や高齢者、そ

して乳幼児も多く、糟神的にもかなり励揺

しており、体調を崩す人も現れた。夜も眠
れないとの訴えや、乳児への授乳というこ

とも考慮し、高齢者用の安静室と授乳室を
本館1階の保健室横にそれぞれ設けた。

国露災直後の状況

震災当日は、午前6時40分、管理員が学校
へ駆けつけ正門を開けたが、すでに運動場

には、100人ほどの避雌してきた人たちがい

た。体育館も広く（イス席で約１２００人が収

容可能)、当初は避難者の人数もそれほど多
くなかったため、校長の判断で、できる限

り普通教室は使用せず、体育館のみを避難
場所とすることにした。

しかし、当日の夕刻から避難してくる人

が続々と贈え、１０００人以上になったため、

最終的には体育館と格技場および2階、３階

の普通教室10室を避難堀所として使用する
ことになった。
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とは避難してきた生徒からの情報を頼りにするし

かなかった。３日目から、教職員も徐々に出勤で

きるようになってきたため、校区の主な避難所へ

教職員が手分けして出向いた。校内放送で、各小

学校のグランドに本校生徒を集合させ安否確認を

行った。

これを１月24日まで実施し、登校日（１月23日）

の連絡などを行った。その間、他府県や市外、他

校区へ避難した生徒からは学校へ連絡が入ってき

たが、全員の安否が確認できるまでに震災から約１

週間を要した。

また、本校でただ一人の犠牲者となった生徒（１

年女子）の死亡情報は、教職員がテレビの犠牲者

名簿で発見した。担任が倒壊した自宅まで行き、

現場にいた警察官に聞いた上、東遊園地に設置さ

れた東本願寺の遺体安置所で確認した。

連絡が取れない生徒については、保護者の勤務

先や兄弟の学校へ連絡し、安否の確認を行った。

１月23日（月）の第１回登校日には、登校した

生徒全員（在籍の約３分の２）に調査表を記入さ

せ、学年毎に集計し、生徒の家の被害状況などを

まとめた。

２授業再開へ向けて

●職員の安否確認と通勤

本校の教職員は、被害の集中した西宮市、芦屋

市、神戸市東灘・灘・中央区の居住者が比較的多

く（全職員42名中16名)、他の教職員の多くは加古

川市、明石市、西区・垂水区に居住していた。

灘区以東の電話が不通で、職員への連絡は思う

にまかせず、職員の方からの連絡（ほとんどが公

衆電話から）を待つ以外方法がなかった。そのた

め全教職員の安否が確認できたのは鯉災から４日

目であった。

通勤については、比較的家屋の被害が少なかつ

た垂水区以西の教職員についても、公共交通機関

が不通になったため、自家用車やバイクなどで通

勤するしかなかった。

しかも、被害が少なかったとはいえ、家の片付

けや食糧・水などの確保、けがをした家族の手当

などに追われている状態であり、全員が出勤でき

る状態ではなかった。

ただ、比較的教職員数が多いことや独身者が数

名いたこともあり、最初の４～５日は常時５～６

名の教職員が宿直体制を取ることができた（管理

職と符理員は１日交替)。

各家庭の生活が一応落ち着いた１週間目からは、

ほとんどの職員が出勤できるようになったが、通

勤の苦労は変わらなかった。

学校での食事や水も各自が家庭から準備してき

たものしかなく、宿直の場合も、職員室の床にダ

ンボールを敷いて眠るしか方法がなかった。

●職員の打ち合わせ

震災当日から、校長・教頭・各学年主任が集ま

り、今後の対応について適時打ち合わせを行った。

今回のような非常事態の場合、管理職を中心に素

早い対応が求められる。教職員が全員管理職の指

示に従って一丸となって行動した今回の対応は適

切であった。

その後も、ほぼ連日主任会が開かれ、情報の収

集や今後の対応などについて話し合った。１月２１

日（土）に行われた臨時の職員会議の冒頭、校長

が強調した点は、第一に避難されている方々のこ

とを考え、次に授業再開へ向けての手はずを整え

ていくということだった。

●授業再開へ準備

①授業再開へ向けての基本的確認事項

１月21日（土）の臨時職員会議で、１月28日

■教職員で死亡したり璽症を負った者はい

なかったが、家屋が全壊・全焼した職貝は４

名、半壊や一時避離した教職員を合わせる

と全体の3分の1にのぼった。

■灘・東灘在住の教職目はほとんどが徒歩

や自転車で通勤していた。大阪から通勤し

ているＫ教諭は、西宮北口（阪急）から約

15kｍを自転車で通勤していたし、六甲道近

くのＹ教論は、毎日走って通勤していた。

明石・垂水方面から通勤する教職員も、

板宿（地下鉄）から学校まで約８kｍを毎日

徒歩で通勤していた。

他の教職員は、自動車に分乗したり、バ

イクでの通勤であった。しかし、交通渋滞

が激しく、優先車両の扱いを受けない教職

目の埋合は、片道３時間以上かかる埋合も

多く、通勤だけで１日６～７時間の時間を

費やした。
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(土）までは授業を再開しない方針を確認した。そ

の間、２３日（月）と26日（木）に登校日を設ける

が、そこでは生徒の被災状況の確認と家庭での過

ごし方を学年ごとに指示することにした。

しかし、この週あたりから「授業や学校はいつ

から始まるのか？」という保護者からの問い合わ

せが相ついだこともあり、１月25日（水）の職員

会議で、授業再開へ向けての方針を以下のように

決定した。

学校を全面的に再開するための３原則を、「水道

の復旧・通学路の安全確保．近隣の学校の状況」

と決めた。

当面の授業再開に関しては、

○３年生の授業（場所も含め）を優先する。

○特別教室を普通教室として利用する。

○避難されている方の場所は移動（使用）しな

い。

○教室の不足分（１．２年）は学級を合併して

行う

以上のような方針に従い、１月31日（火）の職

員会議で、２月２日（木）より授業を再開するこ

とを決め、２月１日（水）の全校登校日にプリン

トで連絡した。当分の間は、国語・数学・英語の

授業（プリント中心）を２時間授業で、学年ごと

の臨時時間割で行うことになった。

②通学路の安全確保

生徒の登下校に関しては、かなり注意を払った。

全壊のビルや家屋は少ないが、傾いているビルや

家屋、そして塀などは無数にあり、通行できない

箇所も多くあった。事前に教職員が比較的安全な

通学路を確認するため調査を行ったが、毎日工事

箇所や危険箇所が変わるため、安全な通学路を生

徒に指示するにも限界があった。

登校日や授業開始当初は、教職員が当番制で通

学時間に通学路で安全指導を行った。最初の登校

日当日、1年の女子生徒を自家用車で送ってきて

いた父親が、「せっかく助かった命だから、当分は

送ってきます」と、言われたことばが印象的だっ

た。

●その後の経緯

授業再開の情報が伝わるにつれて、他府県や他

校区に避難していた生徒も徐々に戻って来た。

２月９日（木）からは、国語・数学・英語の３

教科のほかに、社会・理科も加え、１日３時間の

授業を行うようにした。

午後の授業再開に向けて、生徒が昼食を準備で

きるかどうかが、問題点として浮上してきた。そ

のため、生徒の家のガス・水道などの復旧状況な

どを再度確認したり、２月21日（月）には市教育

委員会からの簡易給食の申込書（27日より実施）

を各保護者に配布した。

３月１日（水）からは、４時間授業（40分の短

縮授業）にしたほか、生徒の精神的ストレスも考

え、１日１時間は実技教科を行うことにじた。

期末考査は授業の遅れを考慮し、実施日を予定

より１週間延期し（３月６日、７日実施)、３年生

は実施しないことを決定した。

また、市教育委員会からの学習指導計画指針

(各教科研究部作成）をもとに、今年度末の到達目

標を学習指導部を中心に変更した。

近隣の他の中学校の状況も考慮し、簡易給食の

実施やガス・水道の復旧状況を見て、卒業式後か

ら１．２年生は午後の授業を行うことを決め、３

月17日（金）から、４０分の５時間授業を実施した。

ただし、校区外から登校する生徒（各学年15名程

度）や教職員の通勤の困難さを考慮し、始業時刻

は９時とした。

こうして、３月25日（土）の終業式を迎えるこ

とになった。

■トイレの水の確保

早くから自衛隊の飲用水の給水活動が行

われていたが、授業再開する際に困ったの

は生徒のトイレの問題だった。

本館２階・３階は避難住民が使用してお

り、生徒は４階・５階の教室で授業を行う

ことになっていた。４階・５階までトイレ

を使用するたびにバケツでプールから水を

運んでくることはかなり困難なことであっ

た。そこで自衛隊や企業に依頼し、飲料水

でなく、生活用水（飲料水には不可）程度

の水を運んでもらえないかと相談したとこ

ろ、毎日は無理だが、２日に１回なら可能

であるとの返事をうけた。給水後は、授業

中２時間はトイレの水を流せるようになっ

た。

■学用品の確保
紛失した教科書・学用品などに関して、

鯛査を行った。２月６日（月）には災害救

助法に基づき学用品が市教育委員会から送

られてきた。

さらに、多くの都道府県からの救援物資

．（学用品など）を生徒会執行部が中心となっ

て整理し、被災生徒に配布した。

本校で準備した学用品や標準服、体操服

もあったため、授業に大きく影雷すること

はなかった。
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混 乱 をきわめた職員室

●新年度へ向けての準備

避雌什数が減少（3112011現在約400名）してき

たこともあり、春休み''１に３階の避難従民には２

階に秘動していただき、また、グラウンドには５

教顎分の似Ｉ没教室が完成。新'γ:期に向けて、、|え常

の授業態桝が盤った。

ただし、体育館とグラウンドの３分の１ｲｌＩｌ度が

使川不IIJ能なため、存休みの部活動開始の際には、

一つの部が２～３１~1に１度（'１暑前か午後）しか練

稗ができない状態にあった。

３３年生の進路指導

漉災により、３年生の進路指導の||渦Ｉは人lllII1な

修１１遊余儀なくされることになった。

、11初、lIll8II（水）から３１１間、雌終の進路

保誰荷会をｒ'定していたのが、無理な状況となっ

た。このため、急きょ1112711（金）・２８１１（上）

の２１１１ﾊl保維行会を実施し、公吻:尚諜判炎呼の受

験校を決定することにした。、階いにも、３年ﾉkは

他府県に避雌しているﾉ|批が少なく、ほぼ余興が

保誰行会に出席することができた。しかし、｜･分

にI;111淡する'１洲Ｉ的余裕はなく、仙任教師も不安を

国授業再開の道のり

２月２日３教科（国、数、英）２時間

２月９日５教科（３教科十社会・理科）３時間

３月１日５教科十実技教科1時間４時間

３月１７日（１，２年生）５時間（短縮40分）

つのらせていた。

県教育委員会や私学迎盟などの配慮もあり、最

終的にはことなきを得たのだが、その過程におい

ては、保誰行・教師ともに情報不足の''１で、不安

はつのるのであった。進路に関する'hli報を新聞等

ではじめて知るということも多くあった。

私'¥:と公立との川‘,糊幣や引率の問題、ノl徒の

家庭の経済状況の悪化、被災したﾉk徒の学習場所

のＦＩＩ肥、精神面でのケア、他府県に避雌している

ﾉ|拙の進路保障、公伽.Ii校や私学へのMIlIlIllド（被

'iii:状況や学習の遅れなど記人）など、例年にはな

い‘'師の作成（特に、私学の入学金・梗業料免除

律の!'痴作成）で、３年lⅡﾘ1教師は進路‘１１:務のみ

にかかわれない状態の''1で、混乱を枕めた。

しかし、震災の||から入試までに比校的11洲l的

な余硲があったことや、３年ﾉkのﾉ|批に負傷誉が

でなかったことが、不権''１の幸いだったと言え

よう『

9７
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画宮川小学校は、ニュース等で報道された

落下した阪神高速道路、国道43号線沿い南

側に位置し、まもなく７０周年を迎える。児

童数は549人（１月１７日現在)、蹄害児学級

を含め18学級の中規模校である。同校出身

の保誕者も珍しくなく、下町のよさの残る、

地元の人が多い地域である。今回の地震で

は最も揺れのひどい地域にあたる。古い家

屋、アパートなども多い。倒壊した家屋が
９割にも達した町もある。通ることができ
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●児童の把握

避難者への対応などで教職貝は手がまわらない

ため、保I巡行に依頼し、各家庭や避雌所をまわっ

たりして連絡先を調査した。その後、復旧した電

話や近所の人からの聞き取りをして、児童の一時

避難先を調在‘，その結果、一時避雌した児童は約

300人にのぼった。

連絡のない教職典（３人）の洲侮にも向かい、

I÷I松ｌＩｉで職興が１時間以上かけてI淵べた。来てい

る教職典は、「fどもたちにiIlIかﾉIfをかけたい。今

学校としてできることは……」と考えて学校便り

を沓き、避雌所、家庭に配りに行った。

ljl2311に職興会談を開催。児噛の様子、避雌

所の様子など状況を伝え、行友会の調査をもとに

して、恥興で他地域での一時避雌先洲侭を始めた。

る道は大通りだけで、狭い道は家やビルが

倒れ通れない。２年前から老朽化した校舎の

改築工砺が始まり、３棟あった校舎の1棟は

もうすでに取り壊し、新しい体育館ができ

つつあった。残りの校舎は2棟だが、そのう

ち1棟に大きなひびが入り、使える校舎が１

棟だけになった。

３クラスが１教室に

１．地震後の様子

●地震の被害

地鰹は本校の３人のｆどもの命を奪った。咽I;11ｉ

は通じない、電気は来ない、情報もない、水は出

ない、通れる道は少なく、デコボコ。その''１で出

勤できたのは、教職輿35人''１校長、教頭を含む7人

だった。校長、教頭は、遺体、顕傷者の運び込み

や避雌行との対応に追われていたので校長・教蚊

を除く教職員（５人）でＦ分けし、行方不Iﾘ階・

砺傷児噸がいないかどうか各''11.に調査に向かった。

その結果、171二l午前''１に５年女児２人、３年女

児１人I;|･３人の死亡を確認。１２時ごろ臨時職興会

談を開催。午後４時頃までに、死亡３人以外にけ

がを負った児童はいないことが分かった。

その'1、芦屋.Ili教育姿風食から、１週間の休校

の脂ボがあるが連絡の方法がなく、クチコミで低

えた。学校は、約650人の避雌所となり、教職典が

''1心となって徹夜の応対や世話が始まった。



２学校再開に向けて

●再開の日

地震が起こって１週間あまりたつと、西宮市、

神戸市などから学校|¥開が伝えられるようになっ

た。この時期、保護者の巾から「学校はいつ始ま

るのか」という問い合わせが出てきた。子どもが

家で持て余している、子どものために青空教室で

もいいから早く学校を再開してほしいという声が

強くなってきた。休校が長引くならどこか他地域

へ.一時避難をと考える人もいる。一時避難した人

からは戻ってくる時期を考えたいという声も出て

きた。

111271:lに、震災後初の校長会がもたれた。こ

こでは、市全体の様子と各校の状態を報告すると

ともに、２月２１１（木）に学校を再開することを

決めた。しかし、本校ではその時使用できる教室

は－－つしかなく、運動場は避難してきた中（宿泊

をしている）でいっぱいだった。

、他校を借用するまで

そのため隣の打出浜小学校の教室を借りること

はできないかと琴えた。打出浜小学校は本校から

近く、校舎の被審も少なく、学校に避難している

人数が比較的少なかった。また他地域への一時避

雌で、州'11浜小学校の児童数も減少し教堵にゆと

校庭に集まって集団下校

りがあった。連動場に駐I|〔''1の『|〔が少なく、耐破

も広いので|-分に使える◎打出浜小校腫に校舎の

一部使川をお願いし、校舎の３階部分を備りるこ

とになった。

２月211に登校できる児噸をI淵べ、使用する教

室の数を考え、とりあえず机を並べる。臨時の小

さな職興室も作らせてもらった。

③通学路の確保

教室が確保できると、どう安全に通学するかに

問題は移った。育友会の助けを得て、危険な道路、

通行できないところを渦在し、登校路を確定して

いった。しかし、倒れた家屋が道をふさいでいる

し、道路はいたるところで割れていたり段兼がで

きていて危険なので、引率鴬下校を行うことを決

め、通学時の集合場所を設定した。

そこで引率狐､'1教諭のＩＩＷｆを決める一方、ＰＴ

Ａにも登下校の引率をお願いし、教師と保誰背

で３学期I|'、リ|率糊交、'jl率ド校を続けた。２１１

２１１の‘,)::校lIj1%lに向けて、その集合場所に来る児

竜を把握し、集合場所と時lHlを知らせる手紙をlI1id

ｲ|iした。

●職員の通勤

神ﾉfIliのI凡i方に|i§んでいる教峨興がｌﾘlｲiIliも念

２mｇ
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打出浜小学校との絵画交流（３年生）

め７人いた。交通手段がないのでバイクか自転車

で来ていたが、皮II11x、Ｉ|'央区を通る道の被害も

ひどく、通勤はかなり肘雌な状況で、片道3時間強

かかる教職典もいた。往復では６時間。学校に宿

I向:しながら勤務する教職員もあった。教職員の被

災状況は、全壊が‘1人、半壊や一時避難している

人は７人であったが、教職員も家に帰っては、水

汲み、家の片|､l･け、食猟の確保と厳しい状況だっ

た。

３授業再開

●時間割と学習内容

初めの３１１間は午前10時始業で、１１時30分には

一汗下校。1時|ﾊ|だけの梗業だった。友達の安否

を雌認しあい、亡くなった子のことを話す。不安

をｊｊ､えないようｒ･どもの安心感を第一に碁えた。

ﾉｋきていてよかった、命の賊さと助け合うことの

大切さを!;11；し合った。全lIiIからの励ましの手紙や

救捌勿洗もありがたかった。

２ｊＩ６１Ｉ（)l）から９時始業の211洲授災、141-1

（火）から簡易給食も始めることができ、511洲授

堆となった。

漉災前、３クラスだった'､)::年は、避雌などのため、

回学校行鞭

しばらくは行求にまでは目がいかなかっ

た。大きなものでは研究会、展覧会が予定

されていたが実行できず、クラブや委員会

も開催できなかった。卒業をひかえ、「６年

生を送る会をしよう」と児童会が動き、そ

れはなんとか実施できた。十分なことはで

きなかったが、子どもたちの満足な顔を見

て、震災後の慌ただしい時期、授業も進め

ないといけないが、子どもの楽しめる行求

の必要性も感じた、

ｌクラスでのスタートとなった。ほぼ１学年ｌ教

室となり、複数教師で指導にあたる。ＴＴ的な授

業形態となった。

教科の学課も大だが、この人変な体験を通し

て命の勉強に取り組んだ。教科の方は砿点指導項

11を決め、合科でできるところなどを碁えて教え

た。

他校備川のために授業で使う必喫なものをもっ

て行かなければならなかったが、ほとんど教典が

出せず使えなかった。また、児噛が家からもって

くることができないので、特別な配噛が必要とな

り、指導方法にもひとＴ:犬が要求された。

他校惜川をプラスにと、イ．1.1111浜小との交流会が

それぞれの'Y:年でもたれた。合IIilで唯lIIIiに取りく

んだり、ゲーム、ドッジボールをしたり、コンピ

ュータを教えてもらったりして楽しい時間をもち、

児噛はそれぞれに友進ができた。

４救援物資と物の移動（校舎解体のため）

震災３１１｜|からさまざまな物資がjIIlき始めた。

神戸'|iへの道路状況は体I雌を樋めたので、４〔l11llか

らくる救援物溢は神ﾉ『のＦ前のﾉ11蝿で降ろされる



ことが多かった。食縄をはじめ、Ｒ川品、衣料品、

文具、いろいろな物を送っていただいた。数に不

足がなかったので、パニックにならずに配給でき

た。全IEIからの厚意がありがたく、これらの物資

で生活を送っていくことができた。

しかし、実のところ困ったこともあった。その

{1tが余りにも多く、部屋に入りきらないのである。

雌初、教室1つ分を物資缶き場に当てていたのだ

が、とてもそれでは入りきらず寸体育館（当初避

雌者が従活していたが、他の場所に移動）に運び

込むことになった。子どもたちのために送って下

さった文具などは別にして、職員室前の廊下にお

いた。この廊下も段ボール箱でいっぱいになって

いく。加えて、校舎が使えなくなったので、解体

のため瞥通教索・特別教室の物を移動しなければ

ならなくなった。物の瞬き場がない。とにかく撒

けそうなところを探した。屋上、プールサイド、

倉庫などにビニールシートをかぶせて置いていっ

た。

ｆどもたちには、励ましの手紙をはじめ、鉛筆、

＃1iしゴム、ノートなど、たくさん送っていただい

た。鉛堆、消しゴム、ノートは、小学ﾉkにとって

送りやすいのかいくつもの学校から届いた。はじ

めは手紙の一つ一つを読み、届いた物を学年に分

け、ｆどもたちに配っていたが、続々と届いてく

るため、対応ができなくなってきた。が日何か渡

していた。これらの贈り物も一つ一つに諜意がこ

もっているので大’僻にさせたい。しかし、たくさ

ん物をもらい、またいつでももらえる状況だと物

を大１１:に思えなくなる。Ｉ;l1II1i的に渡せるよう職い

ておければよいのだが、場所がない。物資にどう

対応するか、この問題は難しかった。

救援物涜でいっぱいだった体f伽は、'､)::ﾉkをは

じめ多くのボランティアの人に物盗を迎びＩＩｌＩして

いただき、卒業式を行うことができた。

４仮設校舎の建設

学校がIIj開して、一時避雌していた児童が戻っ

てくるにつれ、打出浜小、寓川小とも児竜数が増

えてきた。

２月1711には１棟残った校舎に５．６年生が帰

校できればと南校舎２階教室の避難背の移動につ

いて代表者会でI活し合った。校舎の11Ⅷ|lの多I~l的

室、lXI1II;室、育友会龍、杵辿教龍に移動してもら

い、教室を確保:,運動場の''１も秘勤をしてもらっ

た。

2112111には２階教龍が空き、ボランティアが

１週間に渡り避雌所になっていた符牧宅の拙除を

してくれ、机・崎j'･もそろえられた。一方、lliを

脇動した迎動場には、プレハブで校合を建設する

ことになり、２)12011から北海道術艮野'111.の大工

さんの手で建築が始まった。3111611、プレハブ

校舎が完成。3111711には１年ﾉﾋから４年生の児

髄がlIiI}校した。

打出浜小学校との合同児逝災会

＝

１０１
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１月20日（金）

ノr前''１，１|ﾘl食の１１１.給を終えてから、佼|〉<の様ｆ、

ｆどもの安『f洲認のためZ人の教師で校|><Iﾉ1巡視

を↑｣:う。校Ⅸ|､xlに巡行できない逆を!'ドき込み、途

１学校機能回復までのプロセス

喧巴

~

''1で安否の碓認ができた児瀧名をⅢI建込みながら

約211洲。また「安否の確認をしたいので学校に

必ず連絡をするように」と10か所に貼紙をする。

その日''1に、地話で多くの巡絡が入った。

１月21日（土）

この'１、震災後初めて職員会I誰を開催。避雌所



として当番の基本的な仕事内容の確認と、学校再

開に向けての手だてを話し合う。２０名以上の教職

員の勤務が可能になり、これまで４日間通勤でき

なかった教職員のために、今までの経過と避難所

としてどのような仕事があるのかをマニュアルに

沿って説明。出勤できる教職員でお互いに支え合

いながら避難者に対応していくことを再確認。

２月３日（金）の学校再開に向けて、校区内に

いる児童を対象に登校を呼びかける。方法は、校

区内20か所に看板を作り、取り付けることにする。

(職員会議終了後、看板作りにとりかかり、二人組

みで取り付けにかかる）

登校は保護者同伴とした。教師は６か所で立番

をし、下校時は地区別に分かれて地区担当教員が

引率。保護者（ＰＴＡ）からも協力を得る。

１月24日（火）

通学に危険な区域はないか、再度調査を行う。

児童については、避難先、疎開先、転出先等の調

査を行った。

１月30日（月）

仮転出児童は300名を超した。これに伴い他府県

や同じ神戸市からの問い合わせが多くなる。事務

処理の方法が県内と県外で異なるので担当教員、

担任は苦慮した。

教室の確保をするために、４階の６年生の普通

教室３室を避難住民にあけてもらう。その他の教

室が避難住民で使われているため、特別教室を使

用することになる。１年生→図書室、２年生→生

活科室。３年生→理科室・家庭科室。４年生→図

工室。５年生→第一音楽室。６年生→元の教室（３

教室)。３年生は、人数が多いために２教室を使用。

６年生には、卒業に向けてゆっくり小学校生活を

送らせてやりたいと配慮した。

「卒業式は、体育館でさせてやりたい」という

保護者や教師の思い。そして、子どもたちの思い

から避難住民の全員集会を計画。その場でお願い

することにした。

２月３日（金）

校区に残る子どもたち（330名）が、震災後初め

て保護者とともに登校した。子ども、保護者、教

職員の出会いは、あちこちで「生きてたか。元気

でよかった」と、手を握り締め合ったり、抱き合

ったり、肌で感じる命の尊さをお互いに確かめ合

った。

子どもたちを運動場に保護者とともに各学年ご

とに集め、約１時間話をしたあと、子どもたちは

４日からの連絡事項を聞いて、地区ごとに集まっ

て下校した。

避難住民は、子どもたちの声がこだまする学校

を目のあたりにする。学校と避難所の共存生活が

いよいよスタートするわけである。

２月５日（日）

避難住民全員集会を開く。これは、学校でこれ

からどんな行事があり、どのような考えで避難所

と学校が共存していくかを理解してもらえるよう

に開いたものである。（毎日開いている代表者会議

とは、別に設けた）

次の３点について理解を求めた。①少しずつ子

どもたちが学習できる教室を確保したいこと。②

子どもたちが生活のリズムを取り戻すため、６日

（月）から毎日登校すること。③学校行事を体育館

で行いたい。それについて、移動をお願いするか

もしれないこと。以'二のことを学校長が話した。

２月６日（月）

学校再開へ向けてのスタートである。午前10時

から午前11時までの１時間、主に心のケアに重点を

置き、子どもたちからの話を聞いたり、絵をかい

たりした。また、断楽を１日１回10分程度入れ、

大きな声で既習'''1を歌える時間も作るようにした。

この時期から、まわりのビル・家屋の解体が頻

繁に行われるようになり、ほこりなどで目も開け

■子どもの安否確腿（校区巡回）の中で

倒壊した家屋から家具を取り出す人、組

み立てた簡易テントの中で脂り合っている

人々･その人たちの中に入り、子どもたち

の梯子を聞く。「あの子は、元気だよ」「あ

の家は、全壊で今、福徳寺でお世胎になっ

てるよ」「お母さんと妹は、行方不明。あの

子は、火侮をして川崎病院に入院したで」

地域の人たちは、それぞれ作業の手を止め

て、子どもたちの様子を回りの人たちと確

鱒しながら艦してくれた。頼りになる地域

の結び付きに温かさを感じる。

｢学校は、大丈夫ですか」「学校再開は、い

つできるんですか」これは、一日でも早く、

落ち蔚いた環境、元どおりの生活ができる

ことを願いなのである。また、必ず「先生

は大丈夫か」と教師の安否を気適う子ども

のことを鮭してくれる。

一日でも早く「子どもたちの顔に微笑み

を」と考えながらも、子どもの姿も見えず、

声も聞こえない町を歩く足どりは血かつた。

1０３
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5年生は第一音楽室で授業を行ったｃ

られない状況になった。

IIj開にあたり辛かったのは、教職員の辿勤であ

った。乗り継ぎ、徒歩、ｒ11版Iliとできる限りの方

法をとっての通勤、一｢1も1,1.い交通機関の復'11を

望んだのもこの時期である。

２月１４日（火）

２時間授業の開始。始業'1洲lは、通勤の部谷上

繰り上げるわけにはいかず午前10時の開始はその

まま保留し、終わる時間を繰りドげた。（２１１１０|Ｉ

の鋪５Iu1職典会で決定）

この週より、ケアと雌行して教科授業も組み入

れるように各学年で検討。（ff楽、似l工等の岬|の

梗業は、授業時激確保のため、１時間の枠をとら

ずに行う）この週から｣f･どもたちもぽちぽち疎開

先から帰って来だした。

２月27日（月）

簡易給食の開始にＩ､ドい、211洲l授業を始める。

交辿機関が随分復|||してきたのも一つの1災|ﾉ〈|であ

る。午前９時40分からの始業となる。ｆどもたち

も簡易給食には興味を持ち、楽しみにしていた

ところが、児噛数を把握することが雌しく、そ

のIｌに給食数の変史がきかないのである。／Ｍ』分

については、教師分を111'す|州‘.iをとった。

３月６日（月）

この週より211洲だけ縦からの授業を行う。（綬

堆でなく、できるだけｒどもたち触れ合うような

時|ﾊlにすることを共通理解し、時間をとる）６年

ﾉkは卒業式を控え、その練習も入れた。４階のワ

ークスペースを純粋場所にしていた。どの学年と

も子どもたちの|ﾘlるく、元気な声が･･一段と火きく

なった。

３月１５日（水）

人形劇クラルテがボランティア公演を行う。本

校だけでなく、会ド''1小、水木小にも声をかける。

公演場所は、どの学校も体育館・講堂は避雌行で

いっぱいであるので、トヨタのホールを無料で術

していただいた。参加児童は水校１年生～'1年ﾉﾋ

まで、会下111小'Y:校は、１年ﾉﾋから３年生が}|州

した。（水木小は、お別れ遠足と砿なり参加できな

くなる）このように、子どもたちの心が少しでも

ﾉＨ１むように授堆だけでなくいろいろな劇ljlによる

蝿’『活動も取り入れた。

２卒業式に向けて

′Y:校として、避雌惟民とのコミュニケーション

もスムーズで、偏頗関係もでき上がっていること

を雌備していた。

ところが、そうした思い上がりを兄事に打ち砕

かれたのが、卒胞011程前の代表尚会談であった。

体育館の避畑i§氏の脇動をお願いしたとき、体育

館の避難荷の一人からクレームがついた。「よその

'､)：:校は、運動場や他の場所を階りて実施しようと

しているのに、なぜ、兵lIiii人間だけ体育館なのか。

先ﾉ|ﾐ方は、」仏どもの教育はできても大人の数行は



できんなあ。先生方の気持ちはよう分かるけど、

移動するのは他の誰でもない、我々なんや。どう

して、我々一人一人の思いを聞いてくれんのか」

その言葉に圧倒され、何も答えることができな

かった。代表者会議で決まったことが、全ての避

難住民に周知徹底されている訳でもなく、代表者

会議が各班の考えを集約して集まったものでもな

いことを改めて知らされた。

特に、２か月間過ごした場所、そして、その間

に生まれた仲間意識を寸断される辛さにまで考え

をめぐらせることができなかったことを大いに反

省する。翌日、体育館の方に謝罪するとともに１

泊２日の移動を提案し、快く承諾していただいた。

卒業式には、多くの避難住民も参列され、卒業

を祝っていただいた。特に、避難住民を代表して

Ｔ氏の「卒業生の皆さん、体育館で練習させてあ

げられなくて、ごめんなさい」に始まるはなむけ

の言葉と、卒業生の退場寸前に花束を校長に手渡

そうと、不自由な足を引きずって入って来られた

Ｍ氏の姿に胸を打たれた。

この卒業式だけでなく、避難住民とのいろいろ

な対応の''１で、私たちは多くのことを'､族んだ。

そして、それらが、それぞれの教師を通して子ど

もたちに還元されていくのを感じた。

３入学式

卒業式と同様に移動について、体育館の人たち

の同意を得て避難住民全員にも説明をした。移動

先は、仮設教室である。平成７年度の初めての行

事を体育館で行うことができた。やはり、避難住

民との話し合いは代表者会議（自治組織）だけに

任せるのではなく、人と人、膝を交え理解をもと

めて話し合わなければならないことを感じた。

４学習指導の見直し

●学習形態の模索

震災後、避難や疎開などにより、子どもの数は

減少している。しかし、普通教室は避難されてい

る方が使用し、教室数が不足しているため、１学

年ｌ教室（特別教室）の使用を余儀なくされた。

そこで、学習形態としてＴＴ的学習をとらざるを

得なかったわけである。教師間の連絡を密にし、

役割分担を考え、子どもたちの一人一人の良さを

多方面から発掘し広めることや、個別にきめ細か

な支援ができる授業形態の研究が行われた。また、

子どもたちや教師にとっても、学級という枠が外

れたことによって、学年としての凝集性が高まっ

たように思われる。

●自ら学ぶ学び方の耕し

未曾有の不幸な出来事を体験した子どもたちに、

自分自身の生活を見直し、立て直そうとする姿が

求められる。その姿を現実のものとするためには、

日々の教育活動の中で積み上げていくことが必要

である。ここでは、特に「話をしっかり聞く」態

度の育成を重視したい。聞いたことをもとに、自

分の考えと比較することや判断することができる

力、さらには、正しく行動する力を身に付けたい

と考えている。また《互いにその考え方を交流し

ながら、皆で納得できるものまで練っていく。こ

うした学び方を身に付けさせたいと思う。

また、今回の震災でのボランティア活動の重要

性を考えると、福祉教育はもちろん、根底となる

人権教育の一層の強化が求められているのではな

いだろうか。

■子どもたちの心の解放を

子どもたちの感じるストレス、鍵災後の

心のケアが大きな繰皿になってくる。本校

は、当初より特別教室での普通授業を行っ

たが、図工科・音楽科の授業を亜視し、各

学年と相醗の上、子どもたちが少しでも落

ち着いて過ごせるよう、次の車項に留恵した。

図工科としては、各階段の踊り場に「ぬ

り絵」を設画し、休み時間なども利用でき

るようにした。音楽科では、朝の会を中心

に各学年を巡回し、１日のスタートを歌か

ら始めるようにした。歌う子どもたちの顔

から笑みがこぼれ、楽しそうに「ぬり絵」

に興じている姿を見て、改めて愉操教育の

画要性を感じた。狭くなった運動喝を利用

して、どの学年学級も教師と一緒に「長縄

跳び」をする。弾けるような歓声が通勤堀
のあちこちから聞こえてくる。子どもたち

の心をほぐし解放するための試みが随所で

見られた。

1０５
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'国体育の授業や部活の工夫

西宮市立上ケ原中学校のケース

１体育の授業

体育指導の進展状況

獲災のため、、I兵成６年度の１，２年ﾉkの休行に

ついては、すべてのiiiﾉﾋを消化できなかった。符

学年とも男子は武道と球技、女子は創作ダンスと

球技における授業時間数が足りていない。そこで

､|城７年度の教育I洲i釧,,i成の1大稗により進れた

部分をとりもどすことになった。

しかし、グラウンドに仮Ｉ没校舎が巡築されたた

め、体育の授業を実施するにあたっては、体f猟、

プール、アウトコートなど限られた施設を使川し

て取り組まざるを符ない。そのためには教f制卵IＩ

の改藤と精選にこれまで以ｋの努力が求められて

いる。具体的にはliiﾉCを棚砿的に統合、｝,!』'111:しを

ＭるとともにひとつのiliﾉCにかける11洲l激をj剛１１

させるなどの取り組みを行った。

時間割編成での工夫

新年度から週３時間の授業M洲のうちコマ数を

2コマと１コマとし、一方を連続211洲iの授業と

した。連続授業の際には関西学院大学のグラウン

ドに移動し授業を実施。雨天の場合は体育館でコ

ートを男女で二分して授業をすすめた。

授業を実施した際の影響と問題点

入学のグラウンドを借りての授業では球技関係

の特長をうまく引き出せたようである。確かに移

動のために多少の時間（10分）がかかったが、従

来よりは授堆時間が延び、体育の好きなﾉl徒にと

っては満足感の得られるものであった。生徒の活

動Ｉｌｔは漸次贈えていったと思われる。

生ﾙliのIllには歩行障害を持ったﾉk徒もいること

から、大学グラウンドへの秘動については、交通

瓶故が懸念されたので、秘動時間にも配慮をして

いる。

雨天時の場合

前述のように、２時|H1授堆の際のNjX時では、

唯一残った体育館でコートを二分して実施。また

時には教材を変えたりして、体ﾉJが低ドしない方

法を模索した。また、雨天川と111状川の教材をあ

らかじめ川恋したため、ノkﾙにおいてﾉf惑いや混

乱は少なかった。

２部活動

部活動の現況

グラウンドには仮設校合州iが処設された（５川

下ｲIj～)。似I没校舎とスタンドの間にlll研15ｍ、長さ

50ｍのスペースと給鮎浦側にその３分の１ハ』度

のスペースを残しているのみである。部活助関係

はその後、体f棚、アウトコートそのほか南校舎

等を使って活動しているが、連動場を使川するサ

画校舎およびグラウンドの被害状況

この震災により４つの校舎（北校舎、西

校舎、中校舎、南校舎）のうち南校舎を除

く３校舎が全壊状態となった。なかでも北
校舎と中校舎をつなぐ西校舎は西に20ｃｍ近

くずれており、１階部分のあらゆる柱には
Ｘ字状の亀裂が入り、大小のコンクリート

片が散乱していた。特に１階の部分にある
給食室は壊滅状態といえるぐらい大きな被

害を受けていた。さらに中庭は中央部分に

、裂が走り重さ10kgほどの石畳が持ち上が
っていたりめくれたりしていた。このよう

な状況から安全'性を配慮して校舎内部なら

びに一帯が立入禁止となった。

またグラウンドには地震により東西方向

に10ｃｍの幅で数十ｍにわたって亀裂が走る

とともに、至る所で地面が盛り上がってい

た。グラウンドに接している東西70ｍのス

タンドには数十カ所の亀裂が入り、凹凸が
生じていた。その他校舎周辺では校舎その

もの力flOcm近く盛り上がったためにＵ字型

側溝がゆがみ、のっていた鉄製の天板が各

所で落ち込む状態であった。
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サッカー部の活動

、喪災１１１１:後から学校州ﾙ1時まで

ノk徒のほとんどが被災したため、この期間は部

活動を始めるという状況ではなかった。符!‘Iの､ド１１

断でトレーニングやランニングをする,『111度で、満

足に糾澗できないII々が統いた。

＠授業|I州後、仮設校介２棟が建つまで

グラウンド､'２分に仮Ｉ没校介の述識にともなうフ

ェンスが作られた。３１１MIjの完成に向けて２'月

より使川できなくなった。

グラウンドを使川する部は、サッカー部以外に

野球部、陸上部であったが、グラウンドWIiを交

代で使川することにした。ただ野球部はまだ本格

的な活動シーズンではなかったため、紬采的にサ

ッカー部の利川が多くなった。'だ際の糾桝はグリ

ッド（小さな枠）を使った練稗が'''心となった。

Ｆ
、

ふ

１０７

ｰ

●

シカー部、野球部、陸ｋ部と南校舎を利川してい

る卓球部、剣道部以外は練習場所が確保されつつ

ある。ここではグラウンドの利用度の雌も商い部

活動のひとつとして、サッカー部の取り組みを紹

介したい。

ようやく再開した体育の授業。児童たちは大喜びだ（神戸市立高丸小学校）

iii調にならないように大きさに変化を持たせたり

した。

●その後の様ｒ

仮設校舎４棟が完成し（611末)、また、あらた

に建築I|'の状況ドで、準備迎肋として校舎の間を

ぬってランニングをする。その後ポールを使った

堆本的な紳稗を繰り返す。それ以外には鉄棒を使

った筋ﾉＪトレーニングを↑j:うなど、体力1ｍでの強

化をⅨ|っている。

また)11M』||、水曜11のみ|jMlj畔院大学グラウン

ドで関西学院''1学部と合lIilでの練習をしている。

本校から徒歩10分程度であり、学校で更衣をし、

州"を持って脇動している。解散は関Ijli'､)：:院火学

グラウンドとしている。あるハ1度のグラウンドの

広さが確保できることから、ロングキック、コン

ビネーション、シュートを'''心に｢1噸できない紳

料をここでiliっている。

；

威
冒
蕊
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ａ学校事務の取り組み

西宮市立上ケ原中学校のケース

１生徒に関する事務

本校では、、F常の事務にパソコンを利用し、ｉ；

にデータベースソフトを使川して処叩をしている。

全校生徒fi緋もデータとして人ﾉJしており、震災

ではそのデータを多方面に活川した。

まず、被災ﾉk徒について、’'''七が被災し全壊・

半壊となったﾉk徒の名簿を作成した。毎'１，各学

級細任からの被災′k徒に関するｌｉＩｉ報を入力し、被

災生徒人数（約160州を'１撲握‘,ノk徒名等を一覧表

にして印刷,lルパした。被災による就学奨励金の''１

諸手続き、被災にともなう判lllIIIIlのlni,』付等の‘11:務

処理に効果的であった。

被災のため栃IIHした生徒の:fﾉi緋についても'11様

に作成した。師11、各学級'1脈から１膳出生徒に関

する‘Iiii報を受けコンピュータに人ノル、転出生徒

名、Ｉ伽<'''1先の'､ｆ:校名、位所、↑Ii1祈iiW･等を一覧炎

にして印IIilIl、提ノパした。これによって、伽Iの全

校′k徒人数を即§に掌握することができた。

また、この涜料をもとにして、Ｉ阪人1伽Ⅷ等の学

鱗事務、給食曲等の学校諸費の粘卸小務を遂行し

た。

２備品被害状況をデータベース化する

本校ではlWiI11I'1台帳もパソコンで作成してその管

理を行っている。鰹災ではそのデータをもとにし

てさまざまな処理を行なった。

一例として「備品被害状況報告11ド」を取り上げ

る。この作成にあたっては訂備品の被密調侮とそ

の写真撮影を行った。当時は、北校介・西校舎・

I|:'校舎が大破し使川できなかったため、ｌ、２年

生は他校を俗りての２部授業。また、３年生は南

校舎での授業とi蔚校入試等の進路指導のため、各

教科とも教職典の手が回らず、州11,調在まで実施

することは不1.11能であった。したがってこの調査

と写真撮影はI＃務川>11者が一人で行わざるを得な

かった。

３備品等の移動について

３月２１１、仮設校舎２棟が完成。仮,没校合への

秘動対象術111,11は、校及察、職典雫、保健宅、１９学

級分の普辿教篭の備品であった。

○備品移動リスト

バソコンの附'1111,台1帳から柚Illlした対象備品の被

災状況を確認し、〃動する備品を決定した。その

後移動先を人ノル「備品移動リスト」を作成した。

移動する|WiIl,111には、800kgのlii‘|火金IIif2台、

500kgの耐火ロッカー１台、300kgの小ﾉﾘ11,.火金IIii

l台があった。、'1初これらを納める職典顎等は、

２階に計1町していたが、重{1t的に仮設校禽２階で

は無理なため、急きょ職員室等を１階に投計変更

し、設祇場所の床をコンクリートでiIli強した。

○移動作業

教職典は他校をHfりて授業をしており、備品を

脇動する作業ができる状態ではなく、また校舎は

■避難住民についても、パソコンを利用し

て名簿を作成した。避難住民名・住所等を、

50音順にならべた一覧表にして印刷、提示
した。避雌者数の蝋握、電話等による照会
にも役立った。

■校舎内は破壊、砧裂が多く、危険なため

立ち入り禁止となり、また普通教室、特別

教室等の復旧ができていないため、廃嘘と

瓦藻の中での危険な調盃となった。またロ

ッカー等が折り重なって倒れ、床には教材
やプリントが散乱している中での調査は、

困難を極めた。不眠不休に近い状態で約3週

間を費やして備品被害状況報告を作成した。



危険なため、生徒による備品移動作業ができなか

った。このため仮設校介の建設業行にｌＷｉｌｉ１Ｉ１Ｉ移動を

依頼した。

３１１６「Iの通常授業開始に間に合うように順次

１１雁を調幣し作業を火施した。以下はその'1程。

①２月中

教職輿１人あたり４個のダンボール箱を配布し、

授業の空き時間．勤務時間外に机、ロッカー内の

11糊を梱包した。

また､指導要録保棚liiの23年間分の学緋関係の11ド

類を!』I:洲'１当者と用務輿で梱包｡総計30()箱となった。

②２月25日（±）～28日（火）

移動する備品を決めるため、被災状況を確認。

その後、稚動先を衣,パした紙を術ＩＩｌｌ１１ｌＩ1,,1,1品に11Ｉｌｉ

り1,1.けた。この作業は,脚務担当許と川務貝で行い

‘１１１間かかった。

③３月１日（水）

仮I没校介避殻業I1fと「備品移動リスト」をもと

に作業ｆ順について打ち合わせ。

④３月２日（木）～４日（±）

堆併による備11,Ａ・ダンボール桁の脇幼作業。l

lIに約20ｲﾉiの職興が従''１:し、人剛クレーン''１１台

を利川して作業を行った。

４教職員の勤務等について

Ｉ'|'じが縦',iを受けた荷が、本校の教職此のIllに

I！、
Ｉ 、

｜＄Ｉ
／
、

型

冠｡、

』

一＝弓で鷺

１．F
』

固閥周開同眉同悶悶

も多数あった。このため教恥興の勤務状態を１月

17,から判雌し、職専免呼の服務関係諸'脹紳を作

成し整理に努めた。

また、校舎が大破したことによる復旧業務、避

難所に対する救援活動やこれらに対する教職貝の

勤務状況を判臆し、特殊災務手当、宿|:''''1:手当を

支給するとともに、これらの関係諸帳簿の盤理に

努めた。

特に非常災害時における特殊業務手､11関係は、

はじめて'|ｉ勝処理する１１:項となったため、教職員

一人一人の勤務状況を細かく'裟握し、支給漏れ、

誤支給がないよう「特殊業務実績簿」「笹理職員特

別勤務実紙飾」「教育職則Ⅷ業務実紙飾」「宿II

ll11言勤務命令郷」などの!'猟を作成した。

５学校諸費の精算・就学奨励金の振込

震災により給食室が大破し、給食が実施できな

くなったため給食費の粘節返金を行った。また技

術家庭科等で３学期に計liIIiしていた副教材を利用

しての授業ができなくなったため、副教材黄の精

算．返金を行った。全校り批720名への返金となっ

たため（総額3,774,384111)、Ｍ様に銀行の「11座振

込依頼:！¥」を各生徒分作成した。

被災による就学奨励金の受給生徒数が150名とな

り（総額4,867,885円)、その支給のため、IIil様に銀

行の「I'''１《振込依頼･11$」を各ﾉk徒分作成した。

ｑ

校舎は、大きな被害を受けた。写真は、支柱のコンクリートが剥離した給食室付近（西宮市立上ヶ原中学校）

1０９
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19転出事務（一時的な転出）

について

神戸市立神戸生田中学校のケース

１受け入れ先の都道府県

（中学校）による対応の違い

震災後、一時的に蛎出（住民票を移動しないI|噴

出）をするﾉk徒が|Iを追って増加した。多くの場

合、IIIj親のどちらか一方の故郷か知人、会社関係

の寮などへの移転であった。

一時期は、６０名あまりの生徒が･･時的に他の部

府県へ避雌していた。避難した､'1初は、避雌先の

''１学校に辿学しない場合が多かったが、少しﾉk派

や精神的に落ち着いてくると、やはり学習面での

遅れが気になりだし、避難先で枕学するケースが

贈えて来た。

一時的な松出に関する通達等は、、Iえ成７年１１１

１９日付文初小第374)ナ「文部省初呼''１浮ﾙj災辿達」

および、、F成７年ljl301I付神ﾉfIli教育委jj会’¥：

校振興室':傭|両係の「被災に伴う!低校手続き」

があり、本校もこれらの辿達等に基づき対･応した。

まず、一時的な転i1l1先（''１学校）がｉｉｉ認できた

場合には、原則的に校長（無理な場合は教頭か学

年主任）が先方の校長に一時的な就学の依頼を行

った。神)『Ili内や兵ｋｉ叫内の各中学校の場合は,Iド

ilIIiも｜今分理解しており快く引き受けていただいた。

正式な転出に必要な事務１１瀬（指導要録の写し、

ﾉ|批健康診断栗、児童生徒教科沓給ﾉj証明誉）弊

がなくても受け入れていただいた。

しかし、他都道府県への.､時的転,111については、

､１１該校で判断できない場合が多く、徹;1膳の都道府

教が委員会やIlilIII教育委典会へ問い合わせるケー

スが多く、正式な回答が得られるまでにかなりの

11数を要した。転入の扱いも都道府県によって災

なり、このような取り扱いや事務乎統きの、全'1;Ｉ

的な統一の必要性を感じた。

２新年度（年度末）への準備に関する混乱

３月に入ると、年度末の評価や指導要録の記入、

そして、新年度の学級細制との関述で、・時的に

'&洲しているﾉl拙の/伽をどう扱うかで、双方の

学校で確認作業が必要となった。漉災ML1初は、一

時的な転出の期間がIﾘ川に決められていなかった

ため、その点をIﾘlらかにする必要がﾉｋじてきたの

である。

本来、生徒の評定は１１ﾐ式に在溌している学校で

行うものであるため、‐時的な憐''１１の場合どちら

の'Y:校で行うかが問題となった。評定人数や評lilli

内容は公簿に記入しなければならないため、IIlj方

の学校で|『1時に行うと/fWlI合が生じるからである。

また、一時的な転'''１先から本校に灰っていたﾉｋ

徒についても、例えば、IIl1席に関する記録をlE雌

にI;L1人しようとすれば、イ《I呼校のi1lIIjIIi1i状況を11を

追って知らせてもらう必喫があり、’ﾙ(11Ｍ:類のや

り取りをなくす便宜をⅨIっていただいても、結肋

■一時的に帳出した生徒の受け入れは、ど

の学校においても非常に好窓的で、大変温
かい受け入れをしていただいた。例えば、

全校朝礼で校長先生が全校生に紹介して下
さったり、小さな村では全村あげて歓迎し

てくださったりしたのである。さらに、神
戸に戻る際には記念品などをくださったケ
ースもある。本校にもどってきた生徒の全

てが良い思い出だったと語っている。ただ、
家族が神戸に残ったままだった生徒も多く、

やはり神戸のこと、家族のこと、友達のこ

とが気になり、早く帰りたかったようであ

る。それにしても、転出先の学校でも多く

の友達ができ、多くの人たちの温かい心に
触れたことにより、多くのことを学んだよ

うで、人間的に一回り大きく成長したよう
に感じた。
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疎開先の学校での雪遊び。ピーク時（２月１４日）で26.341名もの子どもが全国各地へ。そして暖かく迎えられた｡

場合は、先方の都合も考脳しなければならず、IiIij

苫で'1昌式転出に切り替えた場合にも調整が必要で

あった。

、F常時においても、保誰者の砿勤によるI賦校が

多い現代である。帳校に伴う手続きの簡素化や就

学に関する１１猟の普式の統一･化なども検討してい

くことが求められる。

ム

ニ塾

1１１

回一時的な転出生に関する調査

神戸市は、２月１日付けで「幼児・児

童・生徒の実態調査」（神戸市災害対策本部

学校部）を行った。小学校での転出児童数

は14987人（全児童数の15％)、中学校での

転出生徒数は1854人（全生徒数の3.8％）で

あった。

このような調査はそれ以後も何度か行わ

れたが、保溌者へ生徒の今後の見通しにつ

のところ無駄であったようだ。

／１２籍の問題にしても、叫初は一時的なI隊I1llIの場

合は学籍は移動しないということだったが、新年

度の在籍数（学級激）を確定する上で、どうして

も正式な転,１１１にしてほしいという場合もかなり見

受けられた。

３月に入ると、神戸市教育委興会からも、新年

度（４月）になっても、一'1洲な1版出先にいる生

徒については'１２式1脚１１として扱うとの通知があっ

た。

しかし、神戸Ili内と神ﾉrIli外では学籍を稚動さ

せる基準の'１が異なり、確認作業が繁雑であった

ため、どの'､)：:年もその手続きのため１名の教師が

!#念しなければならならなかった｡

しかも、、11然ながら保灘行にとっては、いつま

でに原繕校にﾉﾉﾐらないと正式な1版,1mになってしま

うかなど、学繍に関する｜･分な情報がなかった。

そのため、学校側から本校に"さって来ることを強

制することはできず、ある111度説明をしないと理

解してもらえないことがほとんどだった。

本校に戻ってくることが決まった場合でも、今

度は受け入れ先の学校との協縦が必要であった。

先述したように、神戸iliIﾉ1や兵庫県内の場合は

i活し合いはスムーズにできたが、他の部道府ﾘ,↓の

いて鮒肥の電話をしても、保誰者自身が今

後の見通しが立たないため、判断出来ない

ケースも多かった。また、家族がバラバラ

に避難しているケースもあり、何度も電話

連絡が必要であったりして、多くの日数を

要した場合もあった。

このように、正確な数を把握しようとす

ればするほど、障害が多く、学校現場はか

なりの労力を要した。

国区役所の転出鞭務の混乱

震災当初は区役所も被災し、避難住民の

対応に追われ、i脆出郡務が十分に行えない

状態であった。しかも急な避難のため、保

護者が住民票の移動などを行わなかったケ

ースも多かった。

正式な転出の場合であっても、４月に入っ

てからも、区役所から転出月日が不正硫な掛

類が学校に送られてくることが度々あった。
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青の雌大の月:標といえるのではないだろうか。

「地渡体験をﾉkかす」ということは典休的にど
ういうことか。ひとつは、この地震体験をｒ係や

他の地域の人に正しく伝えることである。もうひ

とつは、この地震体験をもとにみんなが知忠を出

しあって「防災都市神):f」「防災県兵Ｉ河をつくる

ことである。そのどちらのためにも今'''1の地震を

科学的に理解することが不I1i欠である。

この観点に立って、本校理科教諭は4時間にわた

る地笈後の防災教育の授業を行った。

第１時防災教ffの葱茂、地震とは111か（賀料

として参考文献を使川）

第２時兵庫県南部地震とその特徴（盗料とし

て参考文献を使川）

第３時大陸移動説からプレートテクトニクスヘ

第４時ビデオ視聴「大地の変動」「地鰹と災害」

（ＮＨＫステップ＆ジャンプ）

（参考文献毎｢1新|ﾙllI1241-l

（火）夕刊科学面「地渡学のキ

ーワード」他）

函震災後の授業を通して

私たちは今回の地震でたくさんのものを失った。

しかし、今IIJの地震で私たちが得たものも少なく

ない。そのなかで雌大のものは「これだけ多くの

人が地鰹体験をした」という，臓実である。この

｢地震体験を生かすこと」こそが、地震後の防災

生徒たちは全員が強烈な地震体験をした後だっ

たためか、とても真剣にそして関心を持って授業

－３

画下型地震と海溝型地貫の
函雇の圭なタイプ

地頭学入門第１回｜生健詩号'１，〃｜氏名’
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ｑ防災教育の実践

県立兵庫高等学校のケース
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